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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月29日(2017.5.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電極を備えた二次電池用のリチウムイオンセルであって、
　前記リチウムイオンセルは活性材料層を有しており、前記活性材料層内には、非水系電
解質および粒子状多孔性添加剤と接触して、活性材料粒子が含まれており、前記活性材料
層における添加剤の体積割合は、２％～４０％の範囲にあるリチウムイオンセルにおいて
、
　添加剤として多孔性炭素粒子が使用され、
　前記多孔性炭素粒子の空隙率は５０％～９５％の範囲にあり、
　前記多孔性炭素粒子は、相互に流体連通されている複数のマクロ孔を備えており、前記
マクロ孔は、５～５００ｎｍの範囲の平均壁厚を有する炭素壁によって仕切られている、
リチウムイオンセル。
【請求項２】
　前記炭素粒子の空隙率は、７０～９０％の範囲にある、
請求項１記載のリチウムイオンセル。
【請求項３】
　前記炭素壁は、１０～１００ｎｍの範囲の平均壁厚を有する、
請求項１または２記載のリチウムイオンセル。
【請求項４】
　前記多孔性炭素粒子は、０．５～３．５ｃｍ3／ｇの範囲の全細孔容積を有する、
請求項１から３のいずれか１項記載のリチウムイオンセル。
【請求項５】
　前記多孔性炭素粒子は、５０ｎｍ～５μｍのサイズ範囲の細孔を有しており、前記サイ
ズ範囲の細孔が前記多孔性炭素粒子の全細孔容積に占める割合は、少なくとも７０％であ
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る、
請求項１から４のいずれか１項記載のリチウムイオンセル。
【請求項６】
　前記多孔性炭素粒子は、５０ｎｍ～５μｍのサイズ範囲の細孔を有しており、前記サイ
ズ範囲の細孔が前記多孔性炭素粒子の全細孔容積に占める割合は、少なくとも８０％であ
る、
請求項１から４のいずれか１項記載のリチウムイオンセル。
【請求項７】
　前記多孔性炭素粒子の少なくとも一部分は、グラファイト化されている、
請求項１から６のいずれか１項記載のリチウムイオンセル。
【請求項８】
　前記活性材料層は、７５μｍ以上の厚さを有する、
請求項１から７のいずれか１項記載のリチウムイオンセル。
【請求項９】
　前記活性材料層は、プレスされている、
請求項１から８のいずれか１項記載のリチウムイオンセル。
【請求項１０】
　前記活性材料粒子は、平均直径ΦＡを有し、前記炭素粒子は、平均直径ΦＫを有し、比
ΦＡ／ΦＫは、０．２５～４の範囲にある、
請求項１から９のいずれか１項記載のリチウムイオンセル。
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